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膠
原
病
の
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
立
墨
東
病
院
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山
俊
雄

　

今
回
は
膠
原
病
に
つ
い
て
の
医
療
相
談
の
中
か
ら

特
に
い
わ
ゆ
る
社
会
保
障
制
度
に
関
係
す
る
も
の
を

拾
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
概
に
社
会
保
障
制

度
と
い
い
ま
し
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
今

回
は
次
の
様
な
点
に
絞
っ
て
膠
原
病
と
の
関
連
で
お

答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
①
医
療
費
公
費
負
担
制

度
。
②
難
病
手
当
。
③
障
害
年
金
。

質
問
①
某
病
院
で
膠
原
病
と
の
診
断
を
受
け
ま
し
た
。

膠
原
病
は
医
療
費
が
無
料
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す

か
、
ど
の
様
な
膠
原
病
か
無
料
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
手
続
の
方
法
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
す
か
？

答
医
療
費
が
無
料
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
局

健
康
保
険
で
自
己
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

　

（
健
康
保
険
家
族
や
国
民
健
康
保
険
を
使
用
し
て
い

る
人
）
の
自
己
負
担
分
を
公
費
で
支
払
う
と
い
う
意

味
で
す
。
従
っ
て
健
康
保
険
の
利
か
な
い
薬
や
、
部

屋
代
差
額
、
基
準
看
護
を
採
用
し
て
い
る
病
院
で
の

家
政
婦
の
付
添
費
用
等
は
自
己
負
担
に
な
っ
て
い
る

か
ら
と
い
っ
て
も
、
公
費
負
担
の
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。
又
、
同
様
の
理
由
か
ら
、
社
会
保
険
本
人
の

人
達
も
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

の
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

扨
て
、
膠
原
病
と
い
う
病
気
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
レ

ン
ペ
ラ
ー
博
士
の
命
名
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

も
の
で
す
か
、
発
表
当
時
博
士
は
六
つ
の
病
名
を
あ

げ
て
膠
原
病
と
称
さ
れ
た
こ
と
は
御
存
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
の
①
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、

②
強
皮
症
、
③
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
④
リ
ウ
マ
チ

熱
、
⑤
結
節
性
動
脈
周
囲
炎
、
⑥
皮
膚
筋
炎
、
の
う

ち
、
現
在
公
費
負
担
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
を
除
く
五
疾
病
で
す
。
但
し
、

リ
ウ
マ
チ
熱
は
公
費
負
担
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と

は
い
え
、
十
八
才
未
満
の
子
供
の
み
か
対
象
で
あ
っ

て
、
十
八
才
以
上
の
大
人
は
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。
又
、
慢
性
関
節
リ

ウ
マ
チ
は
現
在
の
処
、
公
費
負
担
の
調
査
対
象
疾
病

に
入
っ
て
い
る
段
階
で
す
か
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

に
血
管
炎
が
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

は
、
東
京
都
に
住
民
票
の
あ
る
人
だ
け
は
公
費
負
担

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ク
レ
ン
ペ
ラ

ー
以
降
確
認
さ
れ
た
膠
原
病
と
し
て
、
シ
ェ
グ
レ
ン

病
、
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
肉
芽
腫
症
、
側
頭
勤
脈
炎
か
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
現
時
点
で
は
公
費
負

担
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
更
に
膠
原
病
に

近
い
病
気
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
ベ
ー
チ
エ
。
ト

病
、
高
安
病
（
脈
な
し
病
）
、
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
は
、

共
に
公
費
負
担
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
付
け

加
え
て
お
き
ま
す
。
と
こ
ろ
で
こ
の
様
な
診
断
か
つ

い
た
場
合
、
こ
の
申
請
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
所
を

管
掌
す
る
保
健
所
か
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
先
ず
窓
口
に
行
っ
て
①
診
断
書
、
②
申
請
書
（
東

京
都
以
外
で
は
診
断
書
の
部
分
と
申
請
書
の
部
分
か

一
諸
に
な
っ
た
用
紙
の
処
も
あ
り
ま
す
）
を
も
ら
っ

て
、
主
治
医
に
診
断
占
を
書
い
て
も
ら
う
様
に
し
ま

す
。
そ
の
あ
と
、
診
断
書
及
び
申
請
占
を
保
健
所
に

提
出
し
て
中
請
か
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
時
東
京
都
で
は
同
時
に
患
者
さ
ん
本
人
の
住
民
抄

本
を
添
付
し
て
申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
注
意
し
て
お
く
必
要
か
あ
り
ま
す
。

質
問
②
公
費
負
机
制
度
を
利
用
す
る
場
合
、
特
に
気

を
つ
け
る
こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
。

答
田
か
な
り
以
前
か
ら
病
名
は
確
定
し
て
い
る
の
に
、

本
人
や
医
師
か
制
度
を
知
ら
な
か
っ
た
り
し
て
申
請

が
遅
れ
る
と
い
う
場
合
か
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
時
、

一
応
行
政
側
の
対
応
の
原
則
は
、
①
東
京
都
で
は
保

健
所
で
の
申
請
日
か
、
ヽ
そ
の
月
末
ま
で
で
あ
れ
ば
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

そ
の
月
初
め
ま
で
逆
の
ぽ
っ
て
適
用
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
②
他
県
で
は
病
名
確
定
日
ま
で
逆
の
ぼ

っ
て
摘
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
但
し
①
及
び

②
と
も
検
査
等
に
よ
っ
て
病
名
決
定
か
遅
れ
た
為
に

申
請
そ
の
も
の
が
遅
れ
た
と
い
う
時
は
、
そ
の
遅
延

理
由
を
医
師
か
占
き
、
申
請
時
に
Ｉ
諸
に
提
出
す
れ

ば
、
史
に
前
ま
で
逆
の
ぼ
る
こ
と
か
出
来
ま
す
。

２



人払るも書呈では米すかそにこ迪外－るの訳する通のらそは
院の訳ら゜示決　｀通る届こ病の絡来週い手でか医知は　｀う直（2）
し額でっにし定取院のくで院様がに間は元すら療が三そいち公
たかすて申た通り費かま問のな良は後人にか敢機届｜れうに費
様三゜都請あ知敢は　｀で屈窓理く公に院そ　｀え関く四か訳し負
な万と庁以とかえどあのは口由と費迦しの病てにと週決にな担
場九こあ降　｀米ずうる間　｀にかれ申院て通院医もい間定ゆく中
合干ろる支通た支すいに申呈らて請しい知か療同う後しきて請
は円かい払知あ払るは退請示　｀いをてるか大機じこのたま済の
当を　｀はっ書とうの決院はす決なしし時届き関もとこ旨せむあ
然越実県たに前こか定ししる定いてまにくけにのはとのんよと
そえは庁額同述とと通てたの通こいつ申のれ呈か　｀で通゜う　｀
うて－のを封のにい知しけか知とるた請がば示届同す知通に陶
ないヶ担窓し様なうかまれ良がかことし遅大すく時゜か常な院
るた月当ロてにり点届っどい屈多といてかきるとに中中　｀るに
でりの課であ医までくたもといいかうおっい必い受清清申か対
しす立へ記る療すすま場決思た様院様いた秤要う療者者請とす
よる替請人。機゜゜で合定いらで内なたり但はこしににしいる
うとえ求し証関そこのど通ま直す的場ら　｀当なとて決届てう支
゛⌒支すて明にしれ外う知すち　゜に合　｀あ者いでい定くかと払

の同質　れ必も結とく注険所思勤険こ各九あかた険支日のれも
手き問　ば要ずんのの意事のい的でと自平る文場か払雇健はう
続ま③　なとって契場し務国まにはにか円為払合判額往康¬一
のし東　らしとい約合て所保す戻そなそ迄にう　｀く－険保高つ
仕た京　なま立．な関　｀下゛係かるうるのと実とそも前等険額手
方か都　いす咎い係こさで　｀　｀仕し訳健い際いのの項岳。医読
に　｀で　このえとにのい手社そ組たで康う都う越だで同社療を
９どは　とで払公し公゜読会のみ手す保こあ内えけ述じ会ｃと
いう難　だ　｀い費て費又を保他に続゜険とる容たでべで保のる
てい病　とこを負お負　｀と険はなをたへにいの額すたす険手必
教う手　思の読担り机東る及皆っ敢だ請なはもは一様．｀読要
えも当　い点けの　｀制京必びそてえ多求り県のすかに一組で性
てのと　まも　｀決，そ度都要日のいてくす　｀かでべ三そで合すか
下ない　す特取定のそ以が雇窓まとのるそらすて万のも保゜出
さのう　　゜にりに病の外あ保ロすら場とれ戻゜そ九対暦険こて
いかの　　注戻な院ものり険。のな合い以るこの平家の　｀れ来
゜｀か　　意すっかの県まｌ国でく　｀う上のの健円は一国はま
　又あ　　　し手て契をです社保良と組面のは制康を健ヶ民現す

　｀る　　な読い約病はの会｜いも合倒額三度保越康月保在゜　そと　　　けをてを院多で保役と自保なは万が険え保の･険どそ

万とのすの従白こ違と制　｀小っでりおかてがの夕て在当人て答
円いで　゜でっはこい随度田金て実｀い段収あ謝クー．住とに難　｀
゜う若だ除てなでが分を無井い現現て初しる礼シ医のい対陶難
尨の干だ外五いはあ金作　｀　｀な　｀在もでい゜な｜療スっし公陶
低が触支｀゛疾の　｀る額っ保東い又二同ずこど代費モてて費手
は一れ給に病でここやて谷村の多十じ　゜とれ　｀やかン良　｀負当
国番で金限－｀れと　｀い　｀山は摩三佳江のら難　｀無病い区桓は
分多お額定り前らに支る福　｀　｀地区旨戸強の病患料．巴と独に文
寺くくにしウ述全驚給と生国八区でで川い出で者に者思自指宇
の　｀とって７のてい対い　｀立王では･徐区要費あのなさいの定通
年段　｀い述チクにて象っ狛　｀子全銘々の望にる介つんま財さり
七高一てべ熱レわしにて江東｀く飾に動に対為護てにす政れ国
千額般のてはンたま指もの久青こ区こきよしにをもよ　゜負たあ
円は的詳み難ぺっい定そ渚留梅のをのにって目要｀っこ掲病る
で江に述た病ラてまさの市米｀様除手よて何にすそてれで名い
あ戸ははい指｜詳すれ内で　｀府なく肖っ，実か見るの区は出には
る川月出と定の述゜た容す武中制二制て現手え様通長江さ該都
゜区六来思で分す従病を　゜蔵　｀度十度他しをぬな院に戸れ当に
総の干ないな類るつ名見然村昭を二を区たう出場で対川るすお
体一円いまいに余てにるし山島作区作にのっ費合のし区手るい

３



的
に
区
部
よ
り
市
部
の
方
が
金
額
を
低
く
押
え
て
い

る
傾
向
か
あ
る
。
以
下
該
当
区
及
び
市
を
述
べ
る
と
、

出
全
身
性
エ
リ
テ
ｙ
ト
し
ア
ス
（
千
代
田
、
中
央
、

港
、
新
宿
、
文
京
、
台
東
、
墨
田
、
江
東
、
北
、
荒

川
、
板
橋
、
練
馬
、
足
立
、
江
戸
川
、
目
黒
、
大
田
、

世
田
谷
、
渋
谷
、
中
野
、
杉
並
、
豊
島
、
立
川
、
武

蔵
野
、
三
鷹
、
調
布
、
町
田
、
小
平
、
日
野
、
清
瀬
）

閣
強
皮
症
（
千
代
田
、
中
央
、
港
、
文
京
、
合
東
、

江
東
、
北
、
荒
川
、
板
橋
、
足
立
、
江
戸
川
、
品
川
、

目
黒
、
大
田
、
世
剛
谷
、
渋
谷
、
中
野
、
杉
並
。
、
豊

島
、
立
川
、
調
布
、
小
平
、
清
瀬
）
㈹
悪
性
関
節
リ

ウ
マ
チ
（
千
代
田
、
港
、
文
京
、
江
東
、
北
、
江
戸

川
、
品
川
、
目
黒
、
大
田
、
世
田
谷
、
渋
谷
、
中
野
、

豊
島
ノ
調
布
、
立
川
、
清
瀬
）
㈲
結
節
性
動
脈
周
囲

炎
（
千
代
剛
、
中
央
、
港
、
文
京
、
台
東
、
江
東
、

荒
川
、
板
橋
、
足
立
、
江
戸
川
、
品
川
、
目
黒
、
大

田
、
世
田
谷
、
渋
谷
、
中
野
、
杉
並
、
豊
島
、
立
川
、

三
鷹
ノ
調
布
、
清
瀬
）
㈲
皮
膚
筋
炎
（
千
代
田
、
中

央
、
港
、
文
京
、
台
東
、
北
、
荒
川
、
板
橋
、
足
立
、

江
戸
川
、
品
川
、
目
黒
、
大
田
、
ほ
田
谷
、
渋
谷
、

中
野
、
杉
並
、
鈎
布
、
立
川
、
清
瀬
）

こ
の
手
当
の
手
続
は
、
各
区
及
び
市
の
厚
生
課
あ
る

い
は
福
祉
課
の
窓
口
へ
①
病
院
発
行
の
診
断
書
（
公

費
申
請
の
写
し
で
も
良
い
し
、
生
保
の
人
で
あ
れ
ば

　

「
医
療
要
否
意
見
書
」
の
写
し
で
も
良
い
）
②
印
か

ん
③
振
込
口
座
番
号

　

を
も
っ
て
手
続
を
と
れ
ば
簡

単
に
と
る
こ
と
か
出
来
ま
す
。
尚
、
こ
こ
で
注
意
す

る
点
は
、
都
の
制
度
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
身
体

障
害
者
一
・
二
級
の
人
に
対
す
る
福
祉
手
当
と
の
併

給
は
出
来
な
い
処
が
多
い
の
で
、
こ
の
点
よ
く
確
か

め
て
申
請
に
ゆ
か
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
下
次
号
続
く
）

会
員
と
運
営
委
員
と
の
懇
談
会
記
録

　

膠
原
ご
二
号
予
告
の
通
り
次
の
様
に
開
催
し
た
。

日
峙

　

五
二
・
五
・
一
四
（
土
）
一
〇
－
一
六
時

場
所
東
京
都
身
体
障
害
者
福
祉
会
館

出
席
群
馬
一
、
埼
玉
二
、
東
京
一
三
、
神
奈
川
三

　
　

（
内
本
部
六
）
計
一
九
名

　

友
の
会
創
立
満
五
周
年
を
む
か
え
、
本
部
と
し
て

思
い
を
新
た
に
し
て
会
の
発
展
を
図
り
た
い
と
念
願

し
、
会
員
の
忌
憚
の
な
い
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
為
開
催
し
た
。
出
席
数
は
予
想
を
下
回
っ
た
が
、

皆
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
意
見
が
述
べ
ら
れ
有

意
義
な
懇
談
会
で
あ
っ
た
。

　

膠
原
特
集
二
号
と
予
め
用
意
し
た
懇
談
会
メ
モ
を

配
布
し
、
メ
モ
を
話
題
に
し
て
説
明
と
懇
談
か
行
な

わ
れ
た
。
主
な
事
項
を
次
に
記
す
。

】
、
本
部
運
営
委
員
の
現
状
を
報
告

　

寺
山
ゑ
み
（
事
務
局
長
、
膠
原
編
集
委
員
）

　

松
本
貞
子
（
本
部
会
計
）

　

森
田
か
よ
子
（
埼
玉
県
支
部
長
、
編
集
委
員
）

　

富
田
保
蔵
（
東
京
支
部
長
、
・
編
集
委
員
）

倉
田
慶
子

加
納
道
子

河
村
真
澄

若
林
利
雄

一

一

（
神
奈
川
県
支
部
長
、
編
集
委
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　

―
目
下
入
院
中

五
十
一
年
度
中
の
会
合

］
」
、
運
営
委
員
会
、
八
月
は
休
会
、

□
、
編
集
委
員
会

合
計
一
四
回

　
　

一
九
回

（
尚
「
膠
原
」
の
発
送
（
宛
名
書
を
含
む
）

も
編
集
委
員
か
担
当
し
て
い
る
。
）

　

曰
、
総
会

三
、
五
十
一
年
中
の
膠
原
発
行

　

‐
、
膠
原
特
集
二
号
（
五
月
）

一

回

『
膠
原
二
七
号
（
八
月
）
、
二
八
号
（
九
月
）

　

二
九
号
（
十
一
月
）
三
十
号
（
二
月
）

四
、
運
営
委
員
の
責
務

　

］
‥
、
会
員
の
期
待
と
負
託
に
応
え
た
い
と
の
自
覚

　
　

と
責
任
感

　

□
、
会
員
の
希
望
意
見
を
汲
ん
で
活
動
方
針
を
定

　
　

め
る
。

　
　

Ｉ
膠
原
病
の
医
療
研
究
開
発
の
促
進

　
　

２
医
療
体
勢
、
医
療
福
祉
対
策
の
拡
充
促
進

　
　

３
膠
原
病
の
敬
蒙
運
動

　
　

４
医
療
相
談
会

　
　

５
「
膠
原
」
の
編
集
頒
布

　

対
外
的
に
は
厚
生
省
へ
の
陳
情
、
障
害
年
金
改
正

を
す
す
め
る
会
へ
の
参
加
な
ど
。

五
、
懇
談

４



　　　ｎ　　　　　　　　　　白　　　　　□　　　　　Ｈっっ細
根－ろ　｀方外　あか夕保次韻　｀こかドを　｀かる陳的　｀い一目五
市一が医針な対る　｀｜健販布謬ろあの会医望か情治医てつ七〇
公例大安とい外の医コ同売｀原かる解員安ま地と安療のに八・
報とき相すか敬を療｜人　｀塩病犬゜消に費れ域顧に研懇つの七

にしい談る　｀蒙今相ナ事。川のき（3目ま周の　｀合間関究談い中ア于で会゜資運後談｜業膠先敬く難難知公そ員のしのをてのン
告　｀　の　料勣希特を団原生蒙友病問す費のの先て開行本主ヶ
記群　開　をは望集設゛病の運の相題る負活た生は発つ部なｌ
事馬　催　出地会テけの医。勤会談で必担躍め方厚促たのもト

を県　は　来味員｜るＰ安膠は支室あ要とかにと生進゜このの出支　支　るなヘプなＲ相原膠郎はるか旧斯はの省　｀概れ三希
し部　部　だ努賃はどの談病原活地かあ公待是運　｀原略迄二望

て総　に　け力出各では特の特勤域継る費さ非給地因をの紬意貴会　期　広をす支対か集は集が難続゜負れとを方の記対目見
えに　待　く積こ部応膠テな二期運勢（2□ほるも行自研す応をの
たつ　す　韻みとにし原｜　し号待に力差詰゜支な治究゜と摘犬

　い　る　布重と備てにプ２のさ負の顛末　郎っ体と　そ記項
前で　と　すねすえいド＝の実れう必べ手　設てへ根　れし目
根前　こ　るるるてるク。取費ると要・続　置いの本　に一九

　　　　　　　　　　　　　　㈲　　　　　因　　　　　　　　面　　４　　３　　　　　　　２　　１　｀か原た親　｀とで膠開明五　｀の日
を問　｀す　｀力着何のス　｀多　｀¬極誌支睦会のあ原六し十総報赤

附合支る会を々れ希ト病い体膠め面部｀員有ろの回た二会告に
記せ部こ員継実も望｀気゜験原てを設体の錐う年のか年とが膠
し連総とだ続行膠が助の　談乙不会置験親い　゜間予　｀度友あ原
て終会゜よすし原詐言正　　｀に充員の懇睦発運六定要ののっ病
¬先は　りるて編常｀し　目つ分に促談交言言回゜約年会た柏

膠氏少　に　゜い集に指い　常いな遠進会流か委は　す間の　゜談
原名く　は　るの多辱知　牛で現慮かを　｀あ員ぎ　れス運゛コ
゜｀と　総　と柱い　｀謐　活　状な望望会っにり　ばケ営　　｜

で住も　て　考と　゜具　｀　記　でくまむ員だ無ぎ　十ジに　ナ
予所開　詐　えし　体新　事　あ利れ声相　゜理り　月ュつ　　１
告　｀催　紬　るて　的し　の　る用るか互　の精　総｜い　か
す電日　な　かい　アい　希　　゜しと多の　か一　会ルで　新

る話時　住　　｀る　　ド知　望　　　てこい文　か杯　　｀を　　　設こ采｀　所　尚方　バ識　か　　貰ろが通　らの　膠詳　　さ
と号会　を　今針　ィ　｀　極　　　い　゜こ　｀　ぬと　涼し　　　れ

゜　場　附　後で　ステ　め　　た尚れ交　様こ　をく　　　た　　｀　記　努｀　等．牛　て　　い膠ま流　にろ　年脱　　と

　　　　一つ全原て五任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹曰ロト）｀た力゜毎十と五　　　　　　五　　　　　　　　¬に見失　｀

　｀　｀　｀本゜をの月一い十　　　　　　十　　　　　　　膠充受々医総編運郎　庄内の年う年　　　　　　　　　　　　　　原分けに療
　集宮関　ぎ容運度　｀度　　　　五‾‾‘　　　　tへ　　２周らっ費
会委委係　　｀充営はい末　　　　十年　　　'/!　ａ≒　　三知れい公
。員員会　対実委会ゎに　　　　一度　　　　－頓　二するて費
五会会合　外　｀員のば本　事　　年決　･l　　゛　　号る　・数負
月　　　　　活定数内許部　務　　度算　ｇ　　・　　　　辺必こ員担

二　　　　　勣期の部常連　局　　のに　　　　‘､７こ･　　降要れの　｀
十　　　　　は刊民固事営　長　　活当　　　　　　ｌ　でが等理障
日　　　　　　　行　め　委　　　　動　つ

ぞ
l　

一　解ぁは解
心　　　　　要－的をの員　寺　　，

盲

る全の年
　皿皿　　最年運最もが　　　　　　て　　　　　ｙ　　すと会混全
一九四　　小六宮大と一　山　　顧　　　　　　　　。る思員乱｀
回回目　　限回とのに挙　　　　り　　　　　　　　富方ゎの成身

　　　　　　に目金目出に　ゑ　　み　　　　　　　　田針れたは障
　　　　　　と標報標発四　　　　る　　　　　　　　記゜るめ不者
　　　　　　ど゛．とし名　み　　　　　　　　　　　゛　゜に足手
　　　　　　まに膠した辞　　　　　　　　　　　　　　　　　更か帳

５



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四　　　三　　　　　　　二
　㈹　㈲　　四　　　　　　日　□　　Ｈ｀ロド）｀　　　　ロト）｀
休　｀加　｀－難　y5口403川２）田｀係　｀堂し　｀対　｀　｀文三まナ　｀　｀刊
会全－五寺痛五二ー十十五障代八塩よ七外京群邦－る１膠膠行
と難森二山予二月月二二一宮去月川に月　都馬発号一始原原物
し運田年｀算年十二月月年年者二優゜一　支県足　三ま　持
てへ｀地森に一二十十七八金会十一の目　邦文　　○る二集
いは倉城田関月日八七日月改議目先¬Ｎ　　邦　　号゛七二
だ分田難　｀す一往日日－ニ正に障生女Ｈ　五　　　　－｀号号
か担　｀迪倉る七会。。倉十を客害と性Ｋ　十五　　第二　｀。
｀金富全田陳日保森森田日す加年寺にテ　一十　　二九二五
木は田国　｀情　｀険田田　｀。す－金山多レ　年一　　　回号八月
部納゛運河－厚庁｀｀富森め森受事いビ　十年　　ア。号｀゛
の入　絡村全生陳倉倉田田る田給務膠．　月ニ　　　ン学－
陳し　会　｀難省情田田゜｀会　｀者局原奥　一月　　　ヶ習ド
容年　第宿運五゛゛｀Ｊ　倉　倉対長痛さ　不二　　　１コク
は度　二田゛十－　　　田　田象代にん　四十　　　ト　ｌ　夕
改姶　目一に二富　　　゛　゛拡去にご　日九　　゛ナＩ
善よ　に　客年田　　　　　　　大出頭い　‘日　　　｀｜コ
さり　客　加度゛　　　　　　　関演天っ　　　　　　　姑｜

づ２年度予算案　　（円）　　　　　５１年度収支決算報告　（円）れ

収　　入 支　　出 収　　入 文　　山
の

た

め

遂

に

一一
一
月

一一
一
十

一

日

退

会

し

た

　○

会　　　費 2,160,000支部助成金 600､000 前年度繰越金 314β771支部助成金 523.000

総　会　費 450.000 総　会　費 243.582

寄　附　金 500,000印　刷　費 700000 会　　　費 哨聯40
印　訓　費 1,072.470
通　ｲｰ 費 272β20

通　信　費 300000

雑　収　入 lOODOO 寄　附　金 680380
事務消毛品費 76.590

事務消耗品費 100､000 諸　経　費 240,000
渚　経　費 240,000 雑　　　費 231.720

利　　　息 15,000 雑　収　入 351β80雑　　　費 193､164 活　動　費 186.000
文　通　費 58.490

活　勣　費 250000

前年度繰越金 190,164 利　　　泡 20259
什　器　費 166.000

文　通　費 １り0,000 －Ｊ

3.070,372
什器費(予備費) 32,〔)00

合　計13260536
次期繰越金 190,164

合　計 2,965,164 合　計 2965,164 合　計 3μOβ36

’．’雑収入＝「膠原病のはなし」売上金を含む　（附記）　雑費＝「膠原病のはなし」購入代金を含む

　　　　目見い二り来は八五生　沈打のしの‾けうし三　｀まて　｀まま病月回きこの切入　ヽＳ　｀
いずい十膠しお迅すし気上のなの完り院そＬは　　　　一
郎ね暑五節より去゜たに句発か手進今とのＥじ　　　　Ｓ
リがさ年病うまの　　゜対だ病ら記か日ス五患め　　　　Ｌ
ン赤の八診゜す病　今しっはえは続にテ涙者に　　　　Ｅ
パく結月断　か歴　年身た判て無い至II口自で　゜　　　由

-
私

の
体
験
記

か腫い　｀以　　　゜　も構のをい智てっィはす　　　　　著
痛れた四前　簡　　夏えでおるにおてド昭゜私　東
みて後十゜　単さ　をを　｀し－よりおを和過は　京　　の
ゝ熱　｀年　　　にき　迎崩こた患るまり二四去七　　　　体
体感突八昭　過に　えさのよ者失すま十十二十　　　　験
温と然月和　去膠　てぬ数うの敢゜す五九十三　富　　と
か圧片｀三　を原　大気年に記を　か日年年才　　　　日
回帰方い十　ふ特　層持七い録繰　　り

十かのず二　り集　緊で　｀つで返　現約月に男　　　　生
度あ下れ年　か‾　張暮八もすし　在六｀五子　保　　活
まり肢も八　え号　しら月真゜な　で十＿回　｀

で　｀のき月　　つに　てしの夏退か　も前週発軽　蔵
上そ向び　｀　て書　おて頃の去ら　血で間病症

６



　　　　　　　　　　　　　　日　　　　　□

　　　　　（2）　　　　　　旧゛くつ血科　｀せと膠は院十や所昇

院とスじ七｀し眠で内炎の　｀膠元も圧のそん検原数に目ぺのと

となとく年全　｀のあ科症あ紅原気軽良主ので査病日入でニ外い

スく診池十身三たるの状る斑炳にい係洽後しかので院全シ科う

テ会断上月性迫めと先で目性と働血の医七た行疑消　｀快り医同

口社さの全工間退聞生自突狼診く沈検に年゜わい滅外しンにじ

イはれ病身リで院かに宅然低断毎の査毎軽　れにし科ま注類症

ド長ま院浮テは　｀さ紅に高゜　日完と週い　まとまのし射丹状

を期しで腫マぼ自れ斑近熱　　か進服一血　しいし先だと毒か

服休だ全のト回宅ま性い　｀四　続が薬回沈　たうた生　゜冷と出

用暇　゜身腎ｌ復療し狼池顔十　吉見かの宜　がこ　゜の三湿いま

しをし性炎デし着だ術上面七　まら続診進　遂とこ洽回布わし

なとかェ症スま二゜との蝶年　しれき察継　にでの療目でれた

かっしリ状゜し道人診病形八　たるまを続　診　｀時をは自　｀　゜

らて入テと　た開院断院紅月　　゜ほし受゜　断二は受内宅マ薗

自退院マな同　゜後一さに斑連　　かだけ　　は週じけ幸療イニ

宅－す卜りじ　再週れ入　｀日　　　異が　｀物　下間めて町着シ回

療回る｜　｀四　入間難院肋酷　　常　｀血療　り色で症の五．リは
着通こデ同十　院不病し膜暑　　ない管内　ま々¬状陶１ン近

　　　Ｈ

な近り　｀なに風次かてつは治のそ　　　　　　　　（3）

っい真Ｓどあ邪第っなに日医芝のこルにな療早子十　｀だ錠療に

て発夏Ｌのたをでたる紫光の刈前れか対ど手速さ一全゜服養入

翌熱日Ｅ注らひすもほ外過おを一まらすを帳入ん月国　用のり

日　｀の再意ぬか　゜のど線敏話やヶで振る本に会の帰服　後がま

入悪続発をよぬ以のと照症やっ月のけ服部　｀手手人原　四い．し

院惑い　゜しうこ後無合射か友だ開発出をか¬続記週病　十がた

し　｀だ四て或と冬智点があのこに病だ開ら私をで刊友　八あ　゜

｀9恥あ十おはにに。がある会と一が思か送達と友誌の　年っよ

ス吐る九りつ注は恐ゆげこのが　｀いいれっのりのの会　二てき

テが日年まば意身･ろきらとお想二ずで　｀で訴ま会愛に　月ス生

口あの八す広し体し　｀れ　｀陰い回れし正いえしの知人　打テ洽

ィ　っ夕月　゜の　｀をさ生る発で出必もたにたにたあ県会　切口医

ドて方士　帽夏冷か命こ病膠さず夏゜暗だ　｀゜る支　゜　りィの

を脱突句　子はや身にとの原れ炎の　闇き会．こ部　　とド指

合力然｀　を極さに別か誘病ま大盛　の｀報眼と長四　なは導

む状四や　か力ぬし条わ因患す下り　　卜居¬原を百十　り約下

静態十は　ぶ日こみはかの者゜でで　ン原眼病知田七　まご専

脈と度　　る光とたなっ一に生庭　｀　ネ病丿診り道年　しき心

　　　　　　　　　－

五
鴛孚WU予蒜喬素べすて膠人　て我う赫院ではの回るま口　っ注

回生今を一刻　｀医現　゜充原゛こ膠かならのあま多四こしィて射

目治日記日　｀十の在　分炳にの原ま様顔べるだく十とたド一で

の医に録の回九指の　勉｜阿時病ま子をヴか友の七か・は週そ

発此到し尿数時両日　強少原のをなでしドがの人年あこ二開の

病提っグ量にのの常　せく病経誤病元てにわ会々夏りの十後日

後示てラ　｀は四も生　ねとを験解人気一座かにののま肖五退の

はしおフ水か回と活　ばも理かさとよ見つつ人見四せ発日院夕

高てりに分れ体に　゜　な自解らせだくどで７会舞度んの開し訓

令お　｀す摂ぬ温毎　　　り分し友だけ病こ血おしを目　゜誘約まに

とりこる坂場と日四　ぬ９ての感恩症か色り７受の　因六しは

なまのこ量合脈七十　左病戸会じわを悪がまおけ発　は十たけ

っすグと。も博時七　痛気つ会され良いよせらま病　今錠゜ろ

て　゜ラを概あを　｀年　感のた員え勝明かいんずし中　ででこり

常　フー数りは十十　し木めで残ちしわとで膠だ友　も打のと

勤　を日－まか一一　て質にありでたか思し原か人　懇切時元

の　通も　｀すり時月　　おに　｀るま　ヽたらわた病　｀や　いとも気

仕　院欠大゛⌒　｀よ　りつ自者し却めぬれ゜が当勤　あなスに

承　のか使体こ十り　まｏ身は竹っ｀よる病何時先　たりテな

７



士レど

　ド
ジ

　手　づ‰

ご八荒ﾔ　　子　　　9.,貿こ言言于

もずも病　おなを血深か
好｀た体日りわ受洗いら
き規げ質常まれけ測生は
な則よを私す　｀　｀定活な
も的う持か　゜まそ　｀をれ
のなとっ注　すの血統だ

岑生機て意　普結液けこ食活会いし　通果検　｀と
べ｀をてて　の薬査造も
る充ね体い　健の　｀一あ

か分ら内る　康加心回り
｀なっのこ　状漏電の　｀
よ休て膠と　態　｀図通辺

く養い原は　で食　｀院前
食とる府　｀　今事眼　｀に
物睡こか自　日の底二増
を眠と常分　に剖検ヶし

嶮　｀をにが　至IJ整査月て
む何忘頭膠　っがな毎川こでれを原　て行とに心

の：れ婦谷卒－｜と以¬かのて　眺ず
待：てささ業層マ聞来あっ壁間．めれ

ちと友んん四　｀ンくで//だ島くどた学時思との　｀十黒でとす　わさとなが校
間っの声八年く鳴｀もろ２ん。た私時
にた再゜番来なら¬の組とね私かに代
ねか会まにのっしま　゜のい　｀　｀しはの

゜仕のあお話たたあで小わ一ろら一方゜方良い入を顔疲｀も泉れ寸組？向だ

とかいざり始で女まどさてもの２にろ
約なとわ下め払はあうん　｀変小と思う
束いこるさよの　｀｀し//びら泉腰いと
し　゜で　゜いう隣元乙てまっなだか出懸
で。呼さ　゜とりかとこあくいけけせ命

診じばん゛すにら学ん驚りもどたなに
察ゃれざとる腰浅校ない　゜の貴まか　｀
室　｀るんいとか黒時所た　　｀女ゝ　っそ
に後な待う　｀けい代で゜　すは見だの
入でんた看¬で顔ス？卒　ぐいあ　゜方
る薬てさ諧糟｀かポに業　わ組げ　を

　大に休学運　で一と
　きあ験橋営尚す回　｀
　くり読本委私・通そ
　影　｀を先負の　院の
　響こき生会場　のだ
　しれくのに合　際め
　てかこお毎｀　主に
　い心と話回四　治は

　るのかを出十　医歯
　こ支で直席八　にの

　とえ含接さ年　よ手。はとる伺せ四　く入
五賊もといて月　説を
二皮ない　｀貰か　明怠
・でりう諸いら　すら
六き日時先　｀友　るぬ
・ま常殊輩順の　ここ
－せ生なの天会　とと

゛ん活立貴宗本　な　｀　゜に場い大部　ど週

たっだう私い事彼もくさの彼気のあ跡しにつわか．¬聞並と－
゜たとともるも女言るせ病女のなれなた手まれら二まくん小時
早の信しその忘のえかた院は毒いほの時首みて後年あとで泉間
くでじなれだれ三なしいに現で顔どこにのあよで半｀私腰さほ
歩彼てかぞって倍からけ来在なを元と－きげくの前向とかんど
け女いっれた　｀以っ？どる　｀らし気ニセずる見発に病向けは経
なをただの　゜う上たに　｀時家なての個ンあこる病がだじな　｀通
い促私゜薬いなの　゜とこだ事くい良所チとととだンな強か元し
としも話をつづ年彼なんけ－なるかを四をも彼けでん皮ら気て
言て　｀を受しき月女げなだ切っ訳っ見方見で女ど主て症¬のく
う　｀あ助けかなをのく母と何てがたせをせきの私人　｀だ貴なす
彼そまい取時が苦嘆彼親言もき次人で切なな腕のを何と女いり
女ろりてっ間らしき女のうでた第かくりかかは腕な日いの顔待
とそ人あても　｀んのにい　゜き　゜に　｀れとらっ私をく頃う病でち
歩ろ影げもたぢで深同る．ず　わこたつ-．たよみしか・気腰の
訓とかる彼ち｜きさ炳と息　｀　かん　゜てこ　゜りてたら　はか場

を病少の女｀とたにのこ子外　つな学検れそ黒//の？　何け所
合院なもは彼聞自　｀私にに出　てに生査はしく乙　゜こ　？てに
せをく友帰女い分私は嫁結も　き元時し入て盾|とそ　　にいゆ
て出な情ろもてのは何か婚こ　て気代だ院私く言れ　　とたく

８



歩
き
、
信
濃
町
か
ら
新
宿
に
出
て
、
京
王
線
に
乗
る

彼
女
と
小
田
急
に
乗
る
私
は
、
そ
こ
で
別
れ
た
が
、

　

「
本
当
に
何
の
因
果
で
こ
ん
な
病
気
に
な
っ
た
の
で

し
よ
う
ね
」
と
別
れ
際
に
彼
女
の
言
っ
た
言
葉
か
、

い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
住
所
）

　

東
京
都
世
田
谷
区
梅
丘
一
－
五
こ
Ｔ
二

一

粒
の
毎

　
　
　
　
　
　
　

大
坂
市

　

永
井

　

弘
子

熱
と
倦
怠
感
で
臥
床
し
て
い
る
私
に

水
道
水
で
洗
い
、
ヘ
タ
ま
で
除
去
し
て

　

「
マ
マ
／
」

　

「
こ
れ
食
べ
て
み
い
」

　

「
お
い
し
い
よ
」

と
口
に
入
れ
て
く
れ
た
一
粒
の
苗

　
　
　

’

冷
た
く
冷
さ
れ
た
苗
は
口
渇
を
一
挙
に
除
去
し
て

く
れ
て
、
甘
い
香
り
と
Ｖ
Ｃ
を
た
っ
ぷ
り
含
み
。

　

胃
か
ら
腸
へ
、
そ
れ
は
頑
張
ら
な
け
れ
ば
り
‥
と

云
う
力
一
杯
の
握
り
こ
ぶ
し
に
変
っ
て
い
た

　

「
マ
マ
保
育
所
行
っ
て
い
る
間
ネ
ン
ネ
し
と
き
い

な
μ
‥
」

　

「
あ
り
が
と
う
健
太
郎
」

　

「
幼
い
お

ま
え
ま
で
心
配
か
け
て
ご
め
ん
ね
」

で
も
お
母
ち
ゃ
ん
負
け
は
し
な
い
よ
。

お
前
か
｝
人
前
に
成
人
す
る
ま
で
は
μ
‥

い
や
、
お
前
か
嫁
さ
ん
を
も
ら
う
ま
で
：
：
そ
し

て
可
愛
い
い
孫
を
こ
の
胸
に
抱
っ
こ
出
来
る
日
ま

で
は
ね
。

負
け
な
い
よ
μ
‥
病
気
な
ん
か
だ
‥

北
海
道
支
部
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

支
部
長

　

寺
嶋
礼
子

　

全
国
の
会
員
の
皆
様
、
い
か
が
お
価
し
で
し
Ｉ
つ

か
。

　

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
北
海
道
に
も
よ
う
や
く
呑
か
と

云
い
た
い
所
で
す
か
、
今
度
の
〔
膠
原
〕
か
お
手
元

に
届
く
こ
ろ
は
初
夏
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

北
海
道
支
部
は
、
昨
日
五
月
八
日
に
一
年
半
ぶ
り
の

総
会
と
医
療
相
談
会
を
無
事
終
え
、
ホ
ｙ
ト
し
て
い

ま
す
。

　

あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
し
た
か
、
二
〇
名
の
出
席

で
、
ま
ず
ま
ず
と
云
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

役
員
改
選
の
結
果
、
私
か
も
う
一
年
支
部
長
を
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

　

さ
て
、
二
月
の
本
紙
で
紹
介
し
て
頂
い
た
文
集
、

［
い
ち
ば
ん
ぼ
し
］
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
さ
っ
そ
く

の
お
申
し
込
み
を
多
数
頂
き
ま
し
て
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
冬
の
異
常
な
寒
さ
を
心
配
し
て
下
さ
る
お
便
り

な
ど
か
そ
え
ら
れ
て
お
り
、
初
め
て
お
便
り
頂
く
方

と
は
思
え
な
い
親
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。

で
も
お
返
事
も
出
さ
ず
、
文
集
だ
け
を
事
務
的
に
送

っ
て
し
ま
い
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ベ
ビ
ー
誕
生
の
・
こ
Ｉ
ス
を
ぜ
ひ
読
み
た
い
と
言
っ

て
方
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
出
産
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

個
人
の
よ
ろ
こ
ぴ
が
、
多
く
の
仲
間
の
よ
ろ
こ
び
と

な
る
…
・
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
え
。
私
も
文
集
作
り

を
通
じ
て
人
の
心
の
や
さ
し
さ
に
ふ
れ
た
り
し
て
、

学
ぶ
こ
と
が
と
て
も
多
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
度
は
第
二
号
、
何
を
テ
ー
マ
に
し
よ
う
か
な
？

も
し
み
な
さ
ん
の
中
で
良
い
智
恵
を
貸
し
て
下
さ
る

方
か
い
ら
し
た
ら
、
北
海
道
支
部
に
、
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

　

ま
た
、
文
集
を
ま
だ
お
読
み
に
な
っ
て
い
な
い
方

は
、
ま
だ
残
っ
て
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み
に
な
っ

て
下
さ
い
。
一
冊
五
百
円
で
す
。
五
十
円
切
手
十
枚

同
封
の
上
（
送
料
サ
ー
ビ
ス
）
左
記
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
ま
せ
。

北
海
道
支
部
寺

　

嶋
礼
子

ｊ

ｄ
ｊ

ｊ

か

ｊ
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群
馬
県
支
部
だ
よ
り

支
部
長

丸
江

　

正

　

江

　

支
部
の
皆
さ
ん
、
如
伺
お
過
し
で
す
か
。

皆
さ
ん
に
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
お
知
ら
せ
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

去
る
五
月
十
八
日
、
午
後
十
一
峙
四
十
五
分
高
崎
市

の
今
野
洲
夫
様
御
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
総
会
の
峙
は
何
か
と
張
り
切
っ
て
お
ら

れ
、
手
足
の
痛
み
、
そ
し
て
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら

御
不
自
由
の
お
体
で
す
の
に
、
私
も
頼
り
き
っ
て
し

裏
い
、
何
ん
で
も
お
願
い
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
思
い
出
し
ま
す
と
昨
日
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
た
だ

た
だ
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

胸
が
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。

総
会
か
無
事
に
終
っ
た
後
、
役
員
さ
ん
と
反
省
会
を

や
り
ま
し
た
。

乾
杯
の
峙
の
今
野
さ
ん
の
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
か
目
に

浮
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
主
人
と
今
野
さ
ん
の
お
宅
迄

お
送
り
し
た
の
が
最
後
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
今
野
様
、
安
ら
か
に
と
御
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

（
合
掌
）

　

支
部
の
皆
さ
ん
炳
に
負
け
ず
、
手
を
取
り
あ
い
助

け
合
っ
て
一
日
で
も
長
く
生
き
ま
し
よ
う
。

そ
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

　

今
度
は
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
、
お
送
り
致
し
ま

す
。

　

日
赤
病
院
内
科
、
片
貝
先
生
と
中
沢
先
生
と
顧
問

の
先
生
に
決
定
致
し
ま
し
た
。

近
日
中
に
医
療
相
談
を
開
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
十
一
年
度
の
活
動
報
仁

２
月
2
9
日

　

「
全
国
膠
原
病
友
の
会
群
馬
県
支
部
」

　
　
　
　
　

発
足
準
備
会
（
前
橋
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

３
月
1
2
日

４
月
４
口

４
月
弼
日

５
月
９
日

５
月
1
6
日

５
月
2
6
日

５
月
2
6
日

５
月
3
0
日

６
月
1
3
日

８
月
2
9
日

1
0
刈
1
4
口
‥

1
0
月
2
4
日

1
0
月
3
0
日

1
1
月
７
口

1
1
月
1
3
ロ

本
部
運
営
委
員
会
に
参
加
（
丸
江
）

県
難
病
連
理
事
会
に
参
加

本
部
運
営
会
に
参
加

対
策
促
進
会
（
総
会
に
つ
い
て
役
員

会
）
総
会
準
備
会
（
丸
江
宅
に
て
）
八
名

県
衛
生
部
長
と
の
話
し
合
い
。
）

難
病
連
理
事
会

本
部
総
会
に
参
加
、
神
奈
川
県
に
て

難
・
炳
辿
総
会
に
参
加

役
員
会

本
部
運
営
会
に
参
加

　

「
太
陽
は
泣
か
な
い
」
映
画
上
映
す
る

総
会
準
備
会

映
画
上
映
の
反
竹
会

総
会
準
俑
の
役
貝
会

同
固
川
副
」

　
　
　
　
　
　
　

支
部
長

　

森

　

田

　

か
よ
子

　

五
十
一
年
度
を
か
え
り
み
て
そ
の
活
動
の
主
な
も

の
を
報
告
し
な
が
ら
皆
様
に
埼
玉
県
の
現
況
を
知
っ

て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
埼
玉
県
に
は
「
県
立
総
合
病
院
」
と
云
う
と

こ
ろ
か
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

国
立
埼
玉
大
学
に
も
医
学
部
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
赤
病
院
が
三
ヶ
所
に
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
他
は
市

立
病
院
が
五
１
六
ヶ
所
に
あ
る
だ
け
で
す
。

私
立
埼
玉
医
科
大
学
か
開
校
し
て
今
年
で
三
年
目
の

あ
り
さ
ま
で
す
。

　

私
た
ち
膠
原
病
患
者
に
と
っ
て
や
っ
と
今
年
よ
り

埼
玉
医
科
大
学
の
第
二
内
科
で
「
膠
原
病
の
専
問
外

来
」
が
充
実
開
設
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と

は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

東
大
物
療
内
科
よ
り
お
い
で
に
な
ら
れ
ま
し
た
「
大

島
良
雄
院
長
・
鈴
木
輝
彦
先
生
・
松
尾
寛
先
生
」
を

中
心
に
小
児
科
で
は
あ
の
「
難
病
列
島
」
を
書
か
れ

た
吉
川
俊
夫
先
生
が
子
供
の
膠
原
病
の
研
究
と
治
療

に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
患
者
か
多
い
こ
と
と

病
院
の
所
在
地
が
交
通
の
便
の
非
常
に
悪
い
と
云
う
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条
件
も
あ
り
、
多
く
の
者
は
東
京
の
病
院
に
頼
る
し

か
生
き
る
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
友
の
会
の
望
む
こ
と
は
「
専
問
病
院
を
埼

玉
県
内
に
あ
と
三
ヶ
所
は
せ
め
て
ほ
し
い
の
で
す
。

五
十
一
年
度
総
会
と
医
療
相
談
会

　

七
月
十
八
日
（
日
）
午
后
一
時
よ
り
五
時
ま
で
浦

和
市
の
埼
玉
会
館
に
お
い
て
四
十
名
の
会
員
参
加
の

う
ち
に
な
ご
や
か
な
話
し
合
い
と
、
医
療
生
活
相
談

会
を
埼
玉
医
科
大
学
の
鈴
木
先
生
、
松
尾
先
生
の
ご

協
力
に
よ
り
年
々
会
員
の
勉
強
も
専
問
的
な
と
こ
ろ

ま
で
進
み
、
先
生
と
共
に
薬
物
の
こ
と
や
、
検
査
の

内
容
に
ま
で
入
り
込
ん
で
し
ま
う
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

こ
の
時
、
今
ま
で
病
名
が
付
い
て
お
ら
な
か
っ
た
方

三
名
が
先
生
方
の
ご
協
力
で
そ
の
后
は
っ
き
り
し
た

診
断
名
か
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
私
た
ち
役
員
に
と
り

と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

慢
性
疾
患
児
の
集
団
野
外
キ
ャ
ン
プ
実
施

　

八
月
二
日
１
四
日
に
秩
父
市
の
県
立
青
少
年
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
埼
玉
県
の
補
助
を
得
て
、
埼
玉
県
障
害

難
病
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
「
心
臓
・
腎
臓
・
膠
原

病
」
な
ど
の
子
供
と
父
母
と
専
問
医
・
看
護
婦
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
会
よ
り
一
組
の
杉
山
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

膠
原
病
の
相
談
会

　

十
二
月
十
九
日
午
后
、
浦
和
市
の
労
働
会
館
に
お

い
て
協
議
会
難
病
相
談
室
の
主
催
に
よ
る
「
膠
原
病

相
談
」
が
一
般
県
民
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
参
加
し
た
方
の
中
に
は
、
東
京
・
千
葉
県
か
ら

来
た
方
や
家
族
も
お
り
、
埼
玉
疾
大
の
鈴
木
先
生
・

東
大
の
松
尾
先
生
を
囲
ん
で
の
相
談
と
、
友
の
会
員

と
の
経
験
交
流
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

病
気
の
子
供
の
教
育
相
談
会

　

二
月
二
十
日
午
后
よ
り
浦
和
市
埼
玉
会
館
に
お
い

て
「
病
気
の
子
供
の
教
育
問
題
」
に
つ
い
て
協
議
会

主
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
膠
原
病
の
父
母
も
参
加
し
、
他
難
病
児
の
親

と
の
交
流
を
通
し
て
、
助
言
者
の
県
立
小
児
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
森
先
生
・
養
護
学
校
塚
越
昭
先
生
等

の
ご
指
導
に
よ
り
県
内
の
現
況
を
県
当
局
に
知
っ
て

頂
く
と
共
に
、
「
病
弱
児
の
養
護
学
級
の
開
校
と
諸

問
教
師
の
派
遣
」
を
ぜ
ひ
早
急
に
行
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

埼
玉
支
部
へ
の
ご
寄
附
御
礼
と
報
告

　

多
く
の
行
事
開
催
の
費
用
は
会
費
助
成
金
と
県
補

助
金
。
（
八
万
円
）
の
み
で
は
と
て
も
苦
し
財
源
で
す

が
今
年
度
は
左
記
の
皆
様
よ
り
ご
寄
附
で
以
上
の
様

な
多
く
の
事
業
活
動
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

埼
玉
医
科
大

川
口
保
健
所

一
般
市
民

会
員
．

会
員

鈴
木
輝
彦
先
生

紺
野
朝
子
様

高
橋
良
子
様

渡
辺
ま
す
み
様

浅
子
き
み
様

二
万
円

一
万
円

三
千
円

三
千
円

一
千
円

病
気
の
子
供
の
林
間
学
校
へ
お
さ
そ
い
か

　

今
年
も
集
団
野
外
活
動
を
開
き
ま
す
の
で
普
通
学

校
の
遠
足
に
行
け
な
い
重
症
児
と
母
親
同
伴
で
バ
ス

が
お
む
か
え
に
行
き
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
支
部
長

森
田
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　

（
と

　

き
）
八
月
五
日
（
金
）
－
七
日
（
日
）
で
す
。

　
　

（
と
こ
ろ
）
秩
父
多
摩
国
立
公
園
奥
多
摩
御
岳
山

　
　
　
　
　
　

宿
坊
（
国
民
宿
舎
）
み
た
け
山
荘

医
叩
と
看
護
婦
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ア
が
お
り
ま
す
の

で
安
心
し
て
参
加
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

支
部
長

　
　

倉

　

田
慶
子

　
　

膠
原
病
手
帳
、
谷
先
生
か
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
横
浜
市
立
大
学
附
属
病
院
）

　

神
奈
川
県
支
部
の
顧
問
を
お
願
い
し
医
療
相
談
会

に
は
、
い
つ
も
御
出
席
し
て
御
指
導
下
さ
っ
て
い
ま

す
横
浜
市
立
大
学
附
属
病
院
の
谷
賢
冶
先
生
か
過
日
、

膠
原
病
手
帳
を
Ｉ
〇
〇
部
御
買
上
げ
に
な
り
、
友
の

会
会
員
以
外
の
患
者
さ
ん
に
も
常
時
携
帯
す
る
事
を

-Ｈ-



勧
め
ら
れ
診
療
の
都
度
記
入
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

患
者
及
び
友
の
会
の
活
動
に
御
理
解
を
頂
だ
け
る
先

生
方
に
対
し
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

＊
神
奈
川
県
難
病
対
策
で
国
に
意
見
書

　

二
月
十
五
日
難
病
団
体
一
四
団
体
と
社
会
党
議
員

団
（
十
三
名
）
と
の
懇
談
会
に
倉
田
支
部
長
、
塩
地

副
支
部
長
か
出
席
、
一
団
体
二
〇
分
の
短
い
時
間
で

し
た
が
私
達
の
苦
し
み
や
要
望
を
訴
え
ま
し
た
。
そ

の
結
果
三
月
二
十
八
日
の
本
会
議
に
於
い
て
国
に
対

し
て
「
難
病
対
策
に
関
す
る
意
見
書
」
が
満
場
】
致

で
採
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
原
文
の
ま
ｘ
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

各
自
治
体
か
ら
難
病
対
策
に
関
す
る
心
兄
書
が
ど
し

ど
し
出
る
事
に
よ
っ
て
国
も
早
急
に
着
手
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

難
病
対
策
に
関
す
る
意
見
書

　

医
学
の
急
速
な
進
歩
、
発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

依
然
と
し
て
原
因
か
不
明
で
あ
り
、
治
療
方
法
か
確

立
し
て
い
な
い
ベ
ー
チ
H

J
＼
卜
病
、
全
身
性
エ
リ
テ

マ
ト
ー
デ
ス
等
の
い
わ
ゆ
る
難
病
に
苦
し
む
患
者
か

ふ
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
難
病
に
お
い
て
は
患
者
の
苦
痛
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
そ
の
介
護
に
著
し
く
人
手
を
要
す
る
な

ど
の
た
め
、
そ
の
家
族
の
精
神
的
、
経
済
的
な
負
批

も
重
く
、
悲
惨
な
状
況
か
発
生
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
政
府
に
お
い
て
も
難
病
に
関
す
る
調

査
研
究
を
は
じ
め
、
そ
の
対
策
を
漸
次
拡
大
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
、
い
ま
だ
十
分
で
あ
る
と
は
い

い
難
い
状
況
に
あ
り
、
総
合
的
な
対
策
か
強
く
望
ま

れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
政
府
は
、
難
病
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る

た
め
、
調
査
研
究
の
充
実
、
医
療
施
設
の
整
備
と
要

員
の
確
保
及
び
医
療
費
の
自
己
負
担
の
解
消
を
中
心

と
し
た
雛
病
対
策
基
本
法
（
仮
称
）
を
早
急
に
制
定

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
冶
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

昭
和
五
十
二
年
四
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

大

　

蔵
大
臣

厚
生

　

大
臣

-

殿

自

　

冷
大
臣

神
余
川
県
議
会
議
長

　
　
　
　
　

嶋

　

村

　

尚

　

芙

斜光

　
　
　

関
西
ブ
ロ
ｙ
ク
京
都
支
部
長
本
田
智
園

　

関
西
ブ
ロ
″
ク
総
会
報
告

　

と

　

き
…
・
五
十
二
年
円
月
二
十
九
日

　

と
こ
ろ
：
：
大
阪
市
立
労
働
会
館
に
て

　

菊
池
さ
ん
関
さ
ん
支
部
長
の
足
立
さ
ん
か
体
調
す

ぐ
れ
ず
、
ご
出
席
な
く
、
永
井
さ
ん
は
医
師
の
絶
対

安
静
の
ご
注
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
計
報
告
等
を
行

っ
て
お
り
ま
し
た
。

前
会
長
の
沢
田
様
か
お
一
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ア
の
方
々

と
全
て
を
運
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま

す
。
「
詳
細
は
明
日
へ
の
道
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の

で
私
の
参
加
記
録
に
と
ど
め
て
お
き
ま
す
。

　

甲
田
先
生
の
お
話
は
意
表
を
つ
く
も
の
か
多
く
一

同
、
熱
心
に
闘
き
入
り
、
質
問
も
多
く
出
ま
し
た
が

ス
テ
ロ
イ
ド
を
除
々
に
断
た
ね
ば
・
・
：
と
云
う
先
生

の
ご
主
張
に
今
ま
で
大
量
に
使
用
さ
れ
た
方
は
不
安

か
増
す
の
で
は
な
い
か
μ
‥
と
も
思
い
ま
し
た
。

　

京
都
支
部
結
．
成
総
会
開
催
報
告

　

と

　

き
：
：
五
十
二
年
六
月
五
日
（
日
）

　

と
こ
ろ
…
・
京
都
堀
川
会
館
に
て

午
前
中
は
総
会
に
関
す
る
報
告
と
会
員
交
流
を
行
う

午
後
は
記
念
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
．

　
　

「
講
師
」
京
大
医
学
部
第
二
内
科

　
　
　
　
　
　

仮
松
徳
五
郎
先
生
の
ご
協
力
よ
る
．
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‐
、
五
二
年
四
月

　
　

四
月
一
四
日
（
木
）
午
後
順
大
京
。
分
室
（
今
回

　

よ
り
会
場
変
更
）
、
寺
山
、
森
田
、
介
圃
、
松
木

　

河
村
、
宗
田
出
席
。
橋
本
先
生
も
知
峙
間
な
が
ら

　

御
山
席
下
さ
っ
た
。

　
　

べ
障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会
分
担
金
支
払

　
　
　

（
五
十
一
年
度
米
ま
で
）

　

二
、
五
二
年
三
月
末
全
難
迪
退
会
の
旨
報
告

　

三
、
五
二
年
二
月
ア
ン
ケ
ー
ト
中
間
ま
と
め
Ｉ
四

　
　

月
末
で
丁
応
ま
と
め
る
。

　

四
、
五
・
一
四
運
営
委
員
を
囲
む
懇
談
会
準
備
に

　
　

つ
き
打
合
せ
。

　

五
、
地
難
連
全
国
辿
絡
会
（
六
月
一
八
‐
、
一
九

　
　

日
）
に
参
加
の
こ
と
。

　

六
、
会
則
－
現
在
の
会
長
、
副
会
長
制
は
有
名
無

　
　

実
、
代
表
運
営
委
貝
制
と
す
る
改
訂
案
立
案
の

　
　

こ
と
（
総
会
で
の
承
・
烈
を
得
ね
ば
な
ら
ぬ
。
）

　

七
、
五
十
一
年
度
決
算
案
承
認
、
金
井
顧
問
（
監

　
　

査
）
の
承
ぶ
を
受
け
る
こ
と
。

　

八
、
五
１
二
年
度
予
算
原
案
を
作
成
し
た
。

　

九
、
友
の
会
会
貝
死
亡
統
計
作
成
（
死
亡
急
減
）

□
、
五
二
年
五
月
第
一
回
（
臨
時
）

　
　

。
九
月
四
日
（
水
）
、
本
部
事
務
局
、
寺
山
、
森

　

圃
、
倉
田
、
寫
田
。
五
月
一
四
日
「
迎
営
委
員
を

　

か
こ
む
恕
談
会
準
術
打
合
せ
、
資
料
作
成
印
刷

日
、
五
二
年
五
月
第
二
回

　
　

五
月
コ
ー
目
（
木
）
午
後
、
順
天
堂
。
分
室
、
寺

　

山
、
森
田
、
倉
田
、
富
出
出
席
。

　

ス
チ
ヤ
リ
テ
イ
バ
ザ
ー
ル
参
加
回
答

　

二
、
身
障
定
期
刊
行
物
協
会
（
ｓ
ｓ
Ｋ
）
五
十
一

　
　

年
度
分
担
金
四
、
五
六
〇
円
支
払

　

三
、
障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会
分
机
金
（
瓦

　
　

十
二
年
九
月
ま
で
）
納
入
の
こ
と
。

　

四
、
五
二
Ｉ
ニ
ア
ン
ケ
ー
ト
中
間
ま
と
め
を
膠
原

　
　

三
二
号
に
発
表
す
る

　

瓦
、
五
十
一
年
度
決
算
書
作
成
１
五
月
二
十
四
日

　
　

事
務
局
で
寺
山
、
松
本
、
倉
田

　

六
、
五
十
二
年
度
計
画

　
　

山
、
六
月
末
／
切
会
員
名
節
、
友
の
会
案
内
（

　
　
　

規
約
改
訂
、
顧
問
名
陣
を
含
む
）
印
刷

　
　

開
七
月
運
営
委
員
会
よ
り
総
会
準
備

　
　

㈹
、
リ
月
総
会
－
前
日
支
部
長
会
と
し
第
三
、

　
　
　

第
四
、
第
五
‐
曜
日
を
候
補
と
す
る
。

　
　

田
膠
。
原
発
行
予
定

　

七
月
三
十
二
号
、
九
月

三
十
ご

一
月
ご
一一一

９
　
、
十
一
月
三
十
四
号
（
総
会
特
集
）

十
五
号
、
三
月
三
十
六
号

　
　

回
対
外
盾
動
Ｉ
随
時

川
、
五
二
年
六
月

　
　

六
月
九
日
（
木
）
午
後
順
大
堂
分
室
、
寺
山
、

　

森
田
、
介
川
、
松
本
、
河
村
、
若
林
、
穴
田
及
び

　

金
井
顧
川
出
席

一
、
六
月
乍
九
目
（
日
）
地
難
運
全
国
交
流
会
に

　

出
席
の
こ
と
（
寺
山
、
介
田
、
富
田
）

二
、
五
二
Ｉ
ニ
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め
承
認
、
解
説

　

を
つ
け
て
膠
原
三
ト
二
号
に
掲
載
す
る
。
通
院

　

病
院
一
覧
表
は
役
員
（
支
部
長
を
含
む
）
に
配

　

布
す
る
。

三
、
友
の
会
入
会
中
込
潜
に
五
二
・
ニ
ア
ン
ケ
ー

　

ト
項
目
を
綴
込
み
改
訂
す
る
。

四
、
会
則
改
訂
に
つ
き
打
合
せ
代
表
迎
営
委
員
制

　

と
す
る
こ
と
決
定
。

五
、
五
十
一
年
度
決
算
報
告
書
を
金
井
顧
問
（
監

　

査
）
の
監
査
承
認
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
富
田
記
）

丸
の
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
御
寄
附

　

五
月
ニ
ー
ー
四
‐
（
火
）
丸
の
内
東
商
会
館
に
お
い

て
丸
の
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
例
会
午
餐
会
に
富

田
運
営
委
員
出
席
、
席
上
同
ク
ラ
ブ
小
林
会
長
よ
り

金
十
万
円
山
の
御
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年

に
引
き
続
い
て
の
こ
と
で
、
当
友
の
会
迎
営
に
と
っ

て
大
変
有
難
い
こ
と
と
丁
重
に
お
礼
を
述
べ
て
お
き

ま
し
た
。

１３ －



八
１４

ｗ

ペ
ー
ジ
か
ら

/へ
１５

心

ぺ

‐
ジ
は
、

会
員
名
簿
の
た
め
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

１４



１５



丼

斗

昔

昔

昔

斗

必

蒼

蒼

蒼

蒼

蒼

蒼

蒼

丼

戈

事

務

局

だ

よ

り

戈

蒼

蒼

蒼

蒼

曇

曇

蒼

蒼

斗

斗

蒼

蒼

そ

蒼

蒼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
山

　

ゑ

　

み

　

梅
雨
の
似
と
な
り
毎
日
う
っ
と
う
し
い
日
か
続
き

ま
す
か
皆
さ
ん
お
昧
具
合
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

食
中
毒
や
風
邪
等
ひ
か
な
い
様
に
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
下
さ
い
。

さ
て
近
頃
会
費
の
件
や
、
ｓ
ｓ
Ｋ
ｏ
の
意
味
の
お
問

合
せ
か
多
い
の
で
次
に
お
答
え
致
し
ま
す
。

曇

　

当
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三

　

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　

会
費
は
月
に
二
〇
〇
円
で
一
年
分
と
し
て

　

二
。
四
〇
〇
円
ま
と
め
て
ご
送
金
下
さ
い
。

　

振
替
用
紙
は
郵
便
局
に
も
有
り
ま
す
。

　
　
　

「
」
両
部
涼

　

冊
沁
∞
－
1
1
6
　
０
　
９
　
６

　
　
　

営
卜
陣
公

　

φ
Ｅ
一
価
濁
鳶
Ｉ
冷

　

と
書
い
て
下
さ
い
。
又
紙
の
襄
に
通
信
欄
が
有
り

　

ま
す
の
で
、
こ
こ
に
何
で
も
占
い
て
下
さ
る
と
本

　

部
事
務
局
に
と
ど
き
ま
す
・

蒼
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
の
元
号
に
つ
い
て

　
　

『
膠
原
』
の
表
紙
の
表
題
の
上
に
い
つ
も
き
ま
っ

て
「
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
」
と
あ
り
ま
す
か
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
何
の
こ
と
か
と
問
わ
れ
ま
す
の
で
、
改
め
て
ご

説
明
し
ま
す
。

　

「
第
三
種
郵
便
物
」
の
扱
い
を
し
て
頂
き
皆
さ
ん
へ

の
郵
送
料
金
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
「
身
体

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会
」
に
私
た
ち
の
会
も

入
会
し
、
難
病
団
体
も
協
力
し
合
っ
て
運
勤
し
、
特

別
措
置
の
第
三
種
郵
便
物
を
発
行
す
る
こ
と
を
認
可

さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
記
号
は
約
八
十
団
体
を
グ
ル

ー
プ
別
に
区
分
し
て
い
る
そ
の
記
号
で
す
。
こ
の
他

に
［
Ｓ
Ｓ
Ｋ
］
「
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ａ
」
か
あ
っ
て
こ
れ
ら
全

部
を
平
均
す
る
と
週
二
回
程
度
の
刊
行
が
な
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
こ
の
郵
便
物
は
ど
こ
の
郵
便
局
で
も
収
り

扱
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
登
録

し
て
あ
る
地
区
の
本
局
扱
の
郵
便
局
で
あ
る
こ
と
か

現
状
で
、
そ
の
点
で
は
発
送
の
際
に
車
を
利
川
し
て

多
量
の
郵
便
物
を
私
た
ち
か
運
ぶ
こ
と
は
と
て
も
大

変
な
努
力
の
い
る
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
料
金
か
少
し
で
も
安
く
扱
っ
て
頂
け
る
こ

と
は
と
て
も
あ
り
か
た
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

蒼

　

行
方
不
明
で
郵
便
物
か
返
送
さ
れ
て
来
る
方
が

　

有
り
ま
す
か
、
住
所
変
更
の
場
合
な
る
べ
く
早
く

　

ハ
ガ
キ
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

蒼

　

膠
原
に
の
せ
る
原
稿
を
お
よ
せ
下
さ
い
。

　

闘
病
気
、
文
芸
作
品
、
随
筆
、
そ
の
他
ご
意
見
を

　

お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。

蒼

蒼

升

斗

蒼

そ

曇

蒼

蒼

蒼

蒼

斗

編

集

後

記

そ

蒼

蒼

蒼

斗

蒼

共

蒼

蒼

蒼

蒼

￥

曇
あ
じ
さ
い
の
花
が
色
あ
ざ
や
か
に
咲
い
て
い
ま
す
。

　

ゆ
う
つ
な
梅
雨
の
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
か
会
員
の

　

皆
さ
ま
、
い
か
か
お
過
し
で
す
か
。

　

「
膠
原
3
2
号
」
は
お
か
げ
さ
ま
で
投
稿
原
稿
か
多

　

く
寄
せ
て
頂
き
、
全
部
を
掲
載
し
き
れ
ず
残
念
で

　

す
。
次
号
に
か
な
ら
ず
お
載
せ
致
し
ま
す
の
で
よ

　

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

曇
「
み
ん
な
で
学
習
し
ま
し
よ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
は

　

今
回
の
み
お
休
み
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

曇
「
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
」
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
の
高

　

山
先
生
か
ら
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
原
稿
を
掲
載
い

　

た
し
ま
し
た
。
次
号
に
も
社
会
保
障
制
度
は
続
き

　

ま
す
の
で
次
号
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

￥
み
な
さ
ん
の
お
便
り
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。

　

投
稿
の
原
稿
形
式
は
自
由
で
す
か
、
文
芸
作
品
等

　

を
ぜ
ひ
お
待
ち
し
ま
す
。

曇
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
原
稿
は
編
集
の
都
合
上
、
一

　

部
割
愛
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

　

め
ご
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
委
員

富
田
・
倉
田
・
寺
山
・
森
田

１６－

昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
・
認
可
（
毎
週
二
回
・
月
曜
・
金
曜
発
行
）

昭
和
五
十
二
年
七
月
十
八
口
発
行
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ

　

。
。
巻
第
一
門
三
号

発

　

行

　

人

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

家
裁
耶
計
１
Ｓ
．
×
一
砧
吸
－
一
一
ｔ
一
！
一
二
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